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令和３年６月２４日（木） 

 №.６ 

                           文責  清水ひとみ 

めざす児童像 ： 自ら学びとる子 思いやりのある子 自ら鍛える元気な子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

体験活動の充実を！ 

 
「お日さまクラブ」によるお話会 ～１年生（３日）、２年生（１０日）、３年生（１７日）～ 
 大型絵本や紙芝居、ろうそくを立てての朗読等、盛りだくさんの会 

でした。本当にありがとうございました。子供達は、目を輝かせなが 

ら聞き入っていました。ゆったりとした流れの中で、心温まる時間と 

なりました。相見っ子は読書量も多く、定期的に行われるクラブの 

方々による朝の「読み聞かせ」もとても楽しみにしています。 

 
科学教室（５年生） ～４日(金)～ 
 先月の６年生に続き、講師には木谷先

生（金沢子ども財団元職員・元金沢市立

泉野小学校長）が来てくださいました。

普通の紙飛行機の他に、様々な紙飛行機

を教えていただき、よく飛ばすためのポ

イントを見つけていきました。「重心」「揚

力」についても教えていただきました。 

２年ぶりの プール！ 
 ３日（木）に、プール掃除を４･５･６年生がしまし

た。４年生は、プールの周りの大きくなった草をむし

ったり、あちこちの石やかたまりとなった砂を拾った

り集めたりと、頑張りました。５・６年生は、プール

の中を一生懸命に掃除しました。途中、水が時間内に

抜け切らない可能性があったので、５・６年生みんな

で協力してバケツリレーで水を出しました。おかげで

プールがピカピカになりました。さすが頼りになる高

学年です 

 １４日（月）に、「プー 

ル開き」を行い、気温・水 

温を確認しながら、プール 

の学習を始めています。 

 全学年・学級を通して、「人と関わりながら本物に触

れる体験活動」の充実を図っています。体験活動では、

子供達の発見・感動・喜びがいっぱいです。ホームペ

ージにも掲載しています。ぜひご覧ください。 

聖火ランナー 野村 清志 さん 来校 ～２１日（月）～ 
 石川県の聖火ランナーのお一人である野村さん（宝達志水町在住）が 

大変お忙しい中、相見小学校に来てくださいました。トーチもご持参し 

てくださいました。４年生から６年生は、体育館で、野村さんのお話を 

聞きました。東京五輪への思い、未来を担う子供達への思いをお話して 

くださいました。「目標を持って歩んで行ってほしい。夢を諦めないで 

ください。」という野村さんの言葉が、とても心に残りました。トーチ 

が東日本大震災の仮設住宅の窓やドアなどの再生アルミを使っているこ 

とも教えていただき、子供達なりにその意義を感じていました。 

体育館の後は、トーチを持って１年から３年の教室を回ってくださ 

いました。子供達は大喜びで、拍手でお迎えしていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 
 

 

 

 

今浜駐在所冨田所長、志雄駐在所夏畑所長、宝達志水町総務課前田さん

が来てくださり、３年生を対象に、自転車の乗り方を中心とした交通安全

教室を行いました。４月にも交通安全教室を行いましたが、場面に応じた

指導を繰り返し行うことで、「自分の命は自分で守る」という力を身に付

けさせたいと思います。今回は密を避けるために、対象は３年生のみとし

ました。「後ろから車が来ていないか確認をしてからスタートする」「横断

歩道では自転車を降り、左右をよく見て、車が止まったことを確認してか

ら渡る」など、動作を入れながら分かりやすくお話いただきました。その

後は、体育館に設置された道路を、全員が実際に自転車に乗って回りまし

た。耳と目と心をしっかり働かせ学ぶ３年生 17名の姿が見られました。 

３年自転車教室  ～２３日（水）～ 

 

第２回研究授業  ６月１６日（水） ３年算数   授業者：湯上 教諭   

単 元 名 ：あまりのあるわり算 
本時のねらい：余りのある除法の余りについて、日常生活の場面に応じて考え、説明することが

できる。 

 

日常生活の場面と図を関連させながら、

「あまりの扱い」について話し合いました。

あまりの分を「１たす場面」と「１たさな

い場面」があることに気づきました。 

 

 

 タブレットを活用して、「あまり」の扱いに

ついて、自分の考えを図や言葉で書きました。 

その後、大型テレビに映し出された全員の

考えを比較しながら、共通点と相違点につい

て考えました。 

６月１２日（土）、近岡 PTA会長・粟原 PTA副会長のお二人が、運動場の外側部分の除草をして

くださいました。暑い中、本当に大変だったことと思います。ありがとうございました。 

 すでにご案内しましたように、７月１７日（土）には、延期となっていた親子奉仕作業を行い

ます。密を避けるため、今回は、５・６年親子のみで行います。運動場の内側を中心に除草した

いと思います。ご理解・ご協力、よろしくお願いします。 

研究授業の際には、石川県教育委員会事務局中能登教育事務所の指導主事の方に来ていただきま

した。授業参観後にいただいた指導助言を今後に生かし、授業力向上を図っていきます。 

 野村さんのご厚意で、全校児童１１６名全員がトーチを持たせていただ 

きました。「思っていたより軽い。でも、片手で持って走るには重いな。」 

「トーチの形、校章と同じ形（桜の形）だ！」「聖火はずっとつながって 

いるんだ。すごい！」など、児童の喜び・気づきのつぶやきがたくさん聞 

かれました。本物に触れることができ、貴重な体験となりました。五輪が 

ぐっと身近になったようです。よい思い出になりました。 


